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差込み継手塗覆装鋼管の種類

日本電信電話株式会社殿（以下NTT殿という）では、

地下埋設ケーブル保護用鋼管として、

昭和50年よりポリエチレン被覆鋼管をご使用いただいております。

以降、NKK（2003年川崎製鉄と経営統合し、現JFEスチール）は、NTT殿のご協力により、

作業の安全性向上の観点より継手に改良を重ね、

差込み構造の継手を取り付けた現在の「差込み継手塗覆装鋼管」が誕生しました。

昭和60年にNTT殿で本商品をご採用いただき、今日の高度情報化社会通信網の一翼を

弊社も担っております。

「差込み継手塗覆装鋼管」は、お客様のご使用環境によって耐候性を向上させた商品等も

豊富に取り揃えております。

これら広くご使用いただいております弊社の商品を今後も変わらぬご愛顧を賜りますよう、

よろしくお願い致します。

1

差込み継手塗覆装鋼管の種類

品　　名

 25mm  差込み継手塗覆装鋼管

 50mm  差込み継手塗覆装鋼管

 75mm  差込み継手塗覆装鋼管

 75mm  差込み継手塗覆装鋼管（継手部無し）

 100mm  差込み継手塗覆装鋼管

 100mm  差込み継手塗覆装鋼管（継手部無し）

 75mm 30° 差込み継手塗覆装鋼曲管

 100mm 30° 差込み継手塗覆装鋼曲管

 75mm  UC-PS管

 75mm  UC-PS管（継手部無し）

 25mm 90° UC-PS曲管

 50mm 90° UC-PS曲管

 75mm 90° UC-PS曲管

 100mm 90° UC-PS曲管

差込み継手塗覆装鋼管・継手の種類を以下に示します。

管

継
　
手

 25mm 塗覆装鋼管両受け差込継手

 50mm 塗覆装鋼管両受け差込継手

 75mm 塗覆装鋼管両受け差込継手

 100mm 塗覆装鋼管両受け差込継手

 75mm 塗覆装鋼管割継手

 75mm 塗覆装鋼管差込み伸縮継手

 100mm 塗覆装鋼管差込み伸縮継手

 75mm 塗覆装鋼管差込み離脱防止継手

 75mm 橋梁添架UC-PS管伸縮継手

カナ品名

 25 PL-PSカン

 50 PL-PSカン

 75 PL-PSカン

 75 PL-PSカン（Sナシ）

100 PL-PSカン

100 PL-PSカン（Sナシ）

 75-30 PL-PSキョクカン

100-30 PL-PSキョクカン

 75 UC-PSカン

 75 UC-PSカン（Sナシ）

 25-90 UC-PSキョクカン

 50-90 UC-PSキョクカン

 75-90 UC-PSキョクカン

100-90 UC-PSキョクカン

 25 PL-PSカンDツギテ

 50 PL-PSカンDツギテ

 75 PL-PSカンDツギテ

100 PL-PSカンDツギテ

 75 PSカンワリツギテ

 75 PL-PSカンシンシュクツギテ

100 PL-PSカンシンシュクツギテ

 75 PL-PSカンリダツボウシツギテ

 75 ハシテンガUC-PSカンシンシュクツギテ

単位 記　　事
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ホン

ホン

ホン

ホン

ホン

ホン

ホン

ホン
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コ

コ

コ

コ

コ

コ

コ

コ

コ

地下管路直線路に使用する。

長さ5.5m/本

地下管路曲線路に使用する。

橋梁添架管路に使用する。

引上げに使用する。

PL-PSカン（Sナシ）

相互の接続に使用する。

防護コンクリート際等で使用

する。

橋台際等で使用する。

日本電信電話株式会社殿（以下NTT殿という）では、

地下埋設ケーブル保護用鋼管として、

昭和50年よりポリエチレン被覆鋼管をご使用いただいております。

以降、NKK（2003年川崎製鉄と経営統合し、現JFEスチール）は、NTT殿のご協力により、

作業の安全性向上の観点より継手に改良を重ね、

差込み構造の継手を取り付けた現在の「差込み継手塗覆装鋼管」が誕生しました。

昭和60年にNTT殿で本商品をご採用いただき、今日の高度情報化社会通信網の一翼を

弊社も担っております。

「差込み継手塗覆装鋼管」は、お客様のご使用環境によって耐候性を向上させた商品等も

豊富に取り揃えております。

これら広くご使用いただいております弊社の商品を今後も変わらぬご愛顧を賜りますよう、

よろしくお願い致します。
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工事現場で切管して差込み継手を

使用する時の注意点
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1． PL-PSカン（差込み継手塗覆装鋼管）の構造図（その1）

 PL-PSカン（Sナシ）（差込み継手塗覆装鋼管｛継手部なし｝）の構造図（その2）

2． PL-PSキョクカン（差込み継手塗覆装鋼曲管）の構造図

3． 90UC-PSキョクカン（90°UC-PS曲管）の構造図

4． PL-PSカンDツギテ（塗覆装鋼管両受差込み継手）の構造図

5． PL-PSカンシンシュクツギテ（塗覆装鋼管伸縮差込み継手）の構造図

6． PL-PSカンリダツボウシツギテ（塗覆装鋼管差込み離脱防止継手）の構造図

7． PSカンワリツギテ（塗覆装鋼管割継手）の構造図

8． ハシテンガUC-PSカンシンシュクツギテ（橋梁添架UC-PS管伸縮継手）の構造図
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 50 PL-PSカン

 75 PL-PSカン

 75 PL-PSカン（Sナシ）

100 PL-PSカン

100 PL-PSカン（Sナシ）

 75-30 PL-PSキョクカン

100-30 PL-PSキョクカン

 75 UC-PSカン

 75 UC-PSカン（Sナシ）
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 75 PL-PSカンシンシュクツギテ

100 PL-PSカンシンシュクツギテ

 75 PL-PSカンリダツボウシツギテ
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差込み継手塗覆装鋼管の特長

2 3

差込み継手塗覆装鋼管の特長

吸水性が極めて小さく、酸・アルカリ・塩類などにも充分な化学的抵抗性をもっています。

電気絶縁抵抗性が高く、長期間防食性能を有します。

比較的広い温度範囲で優れた特性を有し、冬期でも脆くなることはありません。

機械的強度も大きく外力に対して充分な抵抗性をもっています。

被覆はポリエチレンを使用していますので、外観も美麗で取扱いも容易です。

均一な被覆が施されており、ピンホールなどの欠陥がありません。

防食層ポリエチレンと鋼管との間に粘着層があり、密着性が良好です。

粘着剤は粘性があり、防食の役目も果たすため一層防食効果を大きくしています。

ポリエチレン押出し被覆による連続生産が可能で、安定した製品を供給することができ

ます。

粘着剤

粘着剤はアスファルト、ゴム質、樹脂質、その他からなる組成物で、鋼管と防食層ポリエ

チレンを密着される役目を果たしています。粘着剤は常に粘性があり、外傷などでピン

ホールが発生した時でも修復性が期待でき、補助的な防食効果をもっています。

防食層ポリエチレン

防食の役目を果たす最も重要な層で、防食性・柔軟性・耐ESC性などに優れた特性をも

つ低密度ポリエチレンを用いています。色は耐候性の良い黒色としています。

密着防止剤

保護層ポリエチレンと防食層ポリエチレンの間に密着防止剤が塗布してありますので、

保護層の剥ぎとりが容易で、かつ保護層に外傷が生じた場合、防食層への伝播を防止す

ることができます。

保護層ポリエチレン保護層は凹凸をつけて外力に対する補強効果をもたせてあり、輸送

時に梱包材として外傷防止の役目を果たし、埋設時には埋戻し、土砂に対する保護の役

目も果たします。

色は、差込み継手塗覆装鋼管用には自然色、UC-PS管用には耐候性の良い黒色として

います。

継手部管体部

差込み構造部
引抜き強度

電 気 抵 抗

気　密　性

接続時挿入性

25mm

49kN以上

50mm

127.4kN以上

75mm

196kN以上

100mm

196kN以上

表-1　継手部の性能

品質上の特長

使用上の特長

保護層は凹凸をつけた形状のため取扱い易くなっています。

鋼管と差込み継手のねじ構造部がシール剤を介してねじ接続され、強いトルクで締付けられて

います。差込み継手の他端は差込み構造となっており、管体部の挿入部を簡単に挿入するだけ

で配管ができます。また接続された管に強い引抜き力が働いても、ストッパーリングが管に食込

むため強い引抜き阻止力を発揮致します。

特　　長

性　　能

継手部の性能を表-1に示します。

構造上の特長

3本の平均値が0.74mΩ以下

 －39kPaで20分間漏れがありません。
－78kPa 及び294kPaで20分間漏れが
ありません。

挿入力： 0.98kN以下 挿入力： 2.45kN以下
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塗覆装鋼管の構造

原管はJIS G 3452の呼び径25、50、80、100の黒管を用いて

います。

管の断面は実用的に正円です。

管体部のねじはJIS B 0203に基づく管用テーパーねじです。

なお継手部無しについては管端から表-2に示す位置までねじを施

してあります。

管の端部内面および挿入部の端部外面には削り幅0.2mm以上の面取りを施してあります。

管の内外面は滑らかで有害な傷、割れ、ねじれ、その他通信用ケーブルの被覆を損傷するような欠点がありません。

管の内面には塗装、外面には塗覆装が施されています。ただし、挿入部の塗覆装がない範囲には塗装を施してあります。

なお、継手部無しについてはねじ切上りから15mm以内に防食層端部があります。

管の断面の構造は図-1のようになっています。

管は付図-1（その1）の図面のように管体に継手を表-3の締付けトル

クにてシール剤を介し接続したものです。

管の継手部端部には内面を、挿入部には端部を保護するための容易

に離脱しない保護キャップが装着されています。

なお、継手部無しについては継手がついていないため、容易に離脱し

ないねじ保護キャップが装着されています。

図-1　鋼管被覆構造（鋼管断面）

直管の全体外観を写真-1に示します。

手前が継手部で管体と継手はねじ込み方式で一体となっており奥側が挿入部となって

おります。

75と100PL-PSカンおよび75UC-PSカンには継手部無しがあります。これらはね

じ加工部に継手がついていません（保護キャップが装着されています）。他端は挿入部

となっています。

75UC-PSカンに接続されている継手はねじ継手です。

曲　管 30PL-PSキョクカンは、継手が所定のトルクで接続された後に曲管加工を施したもの

です。

90UC-PSキョクカンは地中水平部の管端は挿入部となっております。立上り部管端は

外面の塗覆装が端部まで施されております。

管は付図-2および付図-3の図面のとおりです。

写真-1　全体の外観

直　管
管口径

75mm

100mm

管端からねじ切り上りまでの距離（mm）

40.2

46.2

表-2

管口径

25mm

50mm

75mm

100mm

締付けトルク

147N-m以上

196N-m以上

245N-m以上

392N-m以上

表-3

挿入部

継手部

被覆の色
・保護層ポリエチレン： PL-PSは自然色
 UC-PSは黒色
・防食層ポリエチレン： 黒　色
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継手の構造

差込み継手

継手は有害な傷、割れ、その他通信用ケーブルの被覆

を損傷するような欠点がなく、JIS B 2301の外観

および漏れの規定を満足しています。

継手部のねじはJIS B 0203に基づく管用テーパー

ねじです。また差込み構造と付属部品は図-2、写真-2

の通りです。

継手は付図-4の図面のように気密性確保のためにゴ

ムリング・導電性および引抜き強度確保のための金属

性ストッパーリングおよびストッパーリングの支持用

弾性体が端部より順番に装着されております。

なお、ゴムリングは長期にわたり十分な水密性を有し

ています。

継手の端部は内面取りが施されています。

継手の内面で挿入部管端が接触する面の傾きは7°で

あります。また、この面の終了位置は端部より表-4の

位置にあります。

継手の傾き面終了位置の内径および端部内径は表-4

に示すとおりです。

最大曲げ角度は2.5°以下となっています。

ねじおよび差込み部分の断面構造を写真-3に示します。

継手の内外面（ねじおよび施盤加工部は除く）には亜

鉛めっきが施されております。

図-2　差込み継手の構造

両受け差込み継手

継手は有害な傷、割れ、その他通信用ケーブルの被覆を損傷するような欠点はありま

せん。

継手の端部は内面取りが施されています。

継手は付図-5の図面のように気密性確保のためゴムリングが装着されています。

継手の内面にはエポキシ粉体塗装が施されています。

継手の挿入部外面は施盤加工が施されています。

差込み伸縮継手と管の接続状況を写真-4に示します。

差込み離脱防止継手 継手は有害な傷、割れ、その他通信用ケーブルの被覆を損傷するような欠点はありま

せん。

継手の端部は内面取りが施されています。

継手は付図-6の図面のように気密性確保のためにゴムリング、離脱防止のために抜止

金具、離脱防止金具およびねじ輪が部品としてあります。

継手の内面にはエポキシ粉体塗装が施されています。

継手の挿入部外面は施盤加工が施されています。

塗覆装鋼管割継手 継手は有害な傷、割れ、その他通信用ケーブルの被覆を損傷するような欠点はありま

せん。

継手は左右対称の半割り構造になっています。

継手内部には付図-7のようにゴム輪が使用され、ボルトで締付け固定します。

継手の内外面には亜鉛めっきが施されています。

橋梁添架UC-PS管
伸縮継手

継手は有害な傷、割れ、その他通信用ケーブルの被覆を損傷するような欠点はありま

せん。

継手は付図-8のように片端ねじ構造、他端は気密性確保のためゴムリングが装着され

ています。

継手の内外面（ねじ加工部は除く）には亜鉛めっきが施されています。

写真-4

継手の両端は差込み構造となっています。その他は差込み継手と同様です。付図-4

差込み伸縮継手

品番

①

②
　

③
　

④

品　　名

継手本体

ストッパーリング支持用

弾性体

ストッパーリング
　

ゴムリング

数量（個）

1

1
　

1
　

1

材　　　質

JIS G5702 FCMB 28

JIS K6380 BE807（NBR）
　

JIS G4051 S45C

JIS H8615 MCr5

JIS K6353 Ⅰ類A60（SBR）

管口径

25mm

50mm

75mm

100mm

終了位置

78

80

91

97

終了位置内径

31.5±2.0

58.0±2.0

85.8±2.5

111.0±2.5

端部内径

36.6±0.5

63.1±0.5

92.0±0.5

117.2±0.5

写真-2　差込み継手の構付属部品

写真-3　継手部断面

（mm）
表-4
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クサビ

取扱い注意事項

8 9

管の保管 管の集積は地表面を平坦にし支持台を設け、その上に積み上げます。この場合、支持間

隔は1本の管に3本以上の角材（9cm程度以上）を用いて下さい。

管の積み方は、「いげた」か、または「平行」に積み上げ15段位までとします。

（図-3参照）

なお、「平行」に積み上げる場合は2、3段ごとにソケットの方向を変え、最下段の両端

の管と支持台との間にクサビを入れ、釘付けして下さい。

管群の上部は、すだれ状の通気性の良いもので覆って下さい。ポリエチレンは直射日

光を受けると紫外線の影響を受けて劣化することがあります。

また、温度変化により膨張収縮を生じることがありますので、保管に当っては直射日光
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工事現場で切管して差込み継手を
使用する時の注意点

鋸盤、帯鋸等で切断して下さい。この際外面塗覆装に損傷のないようチャック部を布等で保

護して下さい。

剥ぎ取った箇所の粘着剤をシンナー又はヘラ等で除去して下さい。粘着剤は40℃以下では

比較的硬くなっていますので継手に挿入するとき抵抗が大きくなります。

●切　　断

●挿入部の外面塗覆の

　剥ぎ取り

ナイフ等で円周方向に切り回しを入れて剥ぎ取って下さい。

バイト又はグラインダー等で図のように面取りして下さい。

●粘着剤除去

●剥ぎ取り部に防食剤塗布

●管端部の内外面取り

PSカン用防食剤をヘラ等で均一に塗布して下さい。

●継手付属品の確認 ゴムリング、ストッパーが所定の位置にあるかどうか確認して下さい。

●接　　続
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付図-2　PL-PSキョクカン（差込み継手塗覆装鋼曲管）の構造図 付図-3　90UC-PSキョクカン（90°UC-PS曲管）の構造図
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付図-4　PL-PSカンDツギテ（塗覆装鋼管両受差込み継手）の構造図 付図-5　PL-PSカンシンシュクツギテ（塗覆装鋼管伸縮差込み継手）の構造図
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付図-6　PL-PSカンリダツボウシツギテ（塗覆装鋼管差込み離脱防止継手）の構造図 付図-7　PSカンワリツギテ（塗覆装鋼管割継手）の構造図
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付図-8　ハシテンガUC-PSカンシンシュクツギテ（橋梁添架UC-PS管伸縮継手）の構造図
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